








































一五五行正親町家本「なりける 写本は大福光寺本と同じく「なりけり」 ） 。又正親町家本に於ては、天災地変等各条毎に改行してあるが 元和写本は改行しない。
と言及する。　
高橋氏も青木氏も指摘されている通り、元和三年写本は正親町家旧蔵本と極めて近い本文を有している。そのことは、

































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ちおほひをふきて つきめことに けかね かけた
　
若心にかなはぬ事あら 、やすく外 うつさんため255也、其あらためつくるとき、いくは わつらひか有、
　















































































































































































































































































































































































やみぬ、ときに建暦 二 せ 弥生のつこもりの
　
比、桑門の蓮胤外山のいほりにしてこれを405しるす
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
」
　　
月かけはいる山の
55 京都女子大学図書館所蔵『方丈記』元和三年写本
　　　　
はもつらかりし
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
407つらかりし─つらかりき
　　 　　
たえぬ
　　
ひかりを
4（0　　
見る
　　　　
よしも
　　
かな
